


紀
伊
国
桛か

せ
だ
の
し
ょ
う

田
荘
（
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
笠か

せ

田だ

地
区
周
辺
）

は
、
中
世
の
村
落
景
観
を
描
い
た
二
枚
の
絵
図
（
神
護
寺
蔵
と

の
宝
来
山
神
社
蔵
）
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
す
。

こ
の
特
別
展
で
は
、
中
世
以
来
、

笠
田
地
域
の
水
田
を
潤
し
た
基
幹
水

路
で
あ
る
文も

ん

覚が
く

井ゆ

（
一
ノ
井
・
二
ノ

井
・
三
ノ
井
）、
近
世
初
頭
に
木も

く

食じ
き

応お
う

其ご

に
よ
っ
て
改
修
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
太ふ

と

尾お

池い
け

、
近
世
中
期
に
大
畑

才
蔵
に
よ
っ
て
開
削
さ
れ
た
小お

田だ

井ゆ

な
ど
、
水
と
の
関
わ
り
に
視
点
を
置

き
な
が
ら
、
笠
田
地
域
や
そ
の
周
辺

に
残
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
財
を
紹
介

し
、
そ
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
危
機
に
瀕ひ

ん

し

て
い
る
文
覚
井

（
和
歌
山
県
指
定

史
跡
）
の
現
状
を

紹
介
し
、
貴
重
な

文
化
財
を
い
か
に

し
て
後
世
に
残
し

て
い
く
か
を
考
え

る
機
会
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

重要文化財　桛田荘絵図　神護寺蔵 重要文化財　桛田荘絵図　宝来山神社蔵

宝
来
山
神
社（
左
）と
神
願
寺（
右
）

平
成
22
年
（
二
〇
一
〇
）
か
ら
同
23
年
春
に
か
け
て
、
和

歌
山
県
で
は
文
化
財
の
盗
難
被
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
犯
人

逮
捕
後
、
証
拠
品
と
し
て
押
収
・
提
供
さ
れ
た
文
化
財
の
う

ち
、
所
蔵
者
の
判
明
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
順
次
返
却
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
所
蔵
者
不
明
の
ま
ま
の
資
料
が
一
定

量
残
さ
れ
ま
し
た
。

和
歌
山
県
立
博
物
館
で
は
、
こ
う
し
た
経
緯
を
も
つ
文
化

財
を
和
歌
山
県
警
察
か
ら
引
き
継
ぎ
、
保
管
し
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
を
、一
つ
で
も
、

本
来
の
所
蔵
者
の
元
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
展
示
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

心
当
た
り
の
あ
る

方
は
、
ど
う
ぞ
博
物

館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

所
蔵
者
不
明
の
盗
難
文
化
財

博
物
館
で
保
管
し
て
い
ま
す

■ お 問 い 合 わ せ 先 ■
和歌山県立博物館
TEL（073）436-8670

http://www.hakubutu.wakayama-c.ed.jp

特
別
展  

紀
伊
国
桛
田
荘
と
文
覚
井 

�

―
水
と
と
も
に
生
き
、水
を
求
め
て
闘
う
―　
　
　10月26日（土）〜

� 12月1日（日）
上人滝（文覚井一ノ井の水が、風呂谷川の源流に落ちるところ）

博物館で保管している所蔵者不明の文化財



和
歌
浦
出
身
で
、
江
戸
時
代
の
紀
州
を
代
表
す
る
文
人
画
家
で
あ
る
桑く

わ

山や
ま

玉ぎ
ょ
く

洲し
ゅ
う（

一
七
四
六
〜
九
九
）は
、
家
業
の
廻
船
業
を
継
ぐ
か
た
わ
ら
、
画

家
を
志
し
、
中
国
の
絵
な
ど
を
参
考
に
、
ほ
ぼ
独
学
で
絵
を
学
び
ま
し
た
。

近
年
、
そ
の
玉
洲
が
収
集
し
て
い
た
中
国
の
書
画
や
、
玉
洲
が
使
用
し

て
い
た
画
材
道
具
・
印
章
な
ど
が
一
括
で
発
見
さ
れ
、
玉
洲
の
画
室
（
ア

ト
リ
エ
）
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
資
料
は
、

玉
洲
の
絵
画
制
作
を
知
る
う
え
で
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
と
も

に
、
江
戸
時
代
の
文
人
画
家
が
ど
の
よ
う
な
中
国
絵
画
を
学
び
、
ど
の
よ

う
な
絵
画
制
作
を
お
こ
な
っ
て
い
た
か
を
示
す
具
体
的
な
資
料
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
特
別
展
で
は
、
そ
れ
ら
の
玉
洲

旧
蔵
資
料
と
と
も
に
、
玉
洲
の
代
表
作
を
展

示
し
、彼
の
絵
画
制
作
の
過
程
に
迫
り
ま
す
。

梅花書屋図　桑山玉洲筆　個人蔵

画材道具類（桑山玉洲所用）　個人蔵

泰山（十八盤）

特
別
展  

桑
山
玉
洲
の
ア
ト
リ
エ 

�

―
紀
州
三
大
文
人
画
家
の一
人
、　　
　
　
　
　
　

�

そ
の
制
作
現
場
に
迫
る
―   　
　

特
別
展  

黄
河
と
泰
山 

�

―
中
華
文
明
の
源
と
世
界
遺
産
―　
　
　

4月27日（土）〜
� 6月2日（日）

9月14日（土）〜
�10月20日（日）

こ
の
特
別
展
で
は
、
山
東
省
あ
る
い
は
中
国
を
代
表
す
る
自
然
資
源
の

黄こ
う

河が

と
泰た

い

山ざ
ん

に
育
ま
れ
て
き
た
山
東
省
の
悠
久
の
歴
史
・
文
化
を
県
民
の

皆
様
に
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

山
東
省
で
は
、
古
来
、
黄
河
文
明
の
一
端
を
担
う
大だ

い

汶ぶ
ん

口こ
う

文
化
・
山
東

竜
山
文
化
と
い
っ
た
高
度
の
文
明
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
春
秋
戦

国
時
代
に
は
、
日
本
に
も
大
き
な
思
想
的
影
響
を
与
え
た
孔こ

う

子し

を
初
め
と

す
る
多
く
の
思
想
家
が
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
秦し

ん

の
始
皇
帝
以
来
、
歴

代
の
多
く
の
皇
帝
は
泰
山
で
封ほ

う

禅ぜ
ん

の
儀
礼
を
行
い
、
ま
た
孔
子
へ
の
畏
敬

の
念
か
ら
、
多
く
の
宝
物
を
孔
家
へ
奉
納
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
泰

山
は
道
教
や
仏
教
の
信
仰
の
対
象
に
も
な
り
、
多
く
の
中
国
の
人
々
の
心

の
中
で
大
切
な
存
在
と
し
て
、様
々
な
文
化
が
生
み
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

黄
河
と
泰
山
に
よ
り
育
ま
れ
た
中
国
文
明
を
代
表
す
る
文ぶ

ん

物ぶ
つ

、
さ
ら
に

は
わ
が
国
へ
の
歴
史
・
文
化
に
も
影
響
を
与
え
て
き
た
数
々
の
作
品
を
、

山
東
省
の
悠

久
の
歴
史
に

思
い
を
は
せ

な
が
ら
、
お

楽
し
み
く
だ

さ
い
。



開
館
時
間	

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

休
館
日	�

月
曜
日（
祝
休
日
の
場
合
は
翌
平
日
）、年
末
年
始
。
展
示
替
え

に
と
も
な
っ
て
臨
時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
博
物
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

駐
車
場

	

※
大
型
バ
ス
で
ご
利
用
の
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

新
収
蔵
品
展

文
化
財
の「
こ
と
ば
」と

�

「
な
ま
え
」

仮
面
の
諸
相

―
乾
武
俊
氏
の
収
集
資
料
か
ら
―

紀
伊
国
桛
田
荘
と
文
覚
井

―
水
と
と
も
に
生
き
、

�

水
を
求
め
て
闘
う
―

黄
河
と
泰
山

―
中
華
文
明
の
源
と
世
界
遺
産
―

未
来
へ
伝
え
よ
う

�

私
た
ち
の
歴
史

―
文
化
財
の
魅
力
発
見
！
―

大
工
の
仕
事

桑
山
玉
洲
の
ア
ト
リ
エ

―
紀
州
三
大
文
人
画
家
の一人
、

�

そ
の
制
作
現
場
に
迫
る
―

文
化
財
受
難
の
時
代

―
い
か
に
守
る
か
―

き
の
く
に
の
歩
み

―
人
々
の
生
活
と
文
化
―

3
月
8
日
〜
4
月
20
日

1
月
25
日
〜
3
月
2
日

12
月
7
日
〜
1
月
19
日

10
月
26
日
〜
12
月
1
日

9
月
14
日
〜
10
月
20
日

7
月
20
日
〜
9
月
1
日

6
月
8
日
〜
7
月
15
日

4
月
27
日
〜
6
月
2
日

3
月
9
日
〜
4
月
21
日

4
月
2
日
〜
9
月
1
日

12
月
7
日
〜
3
月
30
日

常設展企画展特別展企画展企画展特別展特別展企画展企画展企画展 平
成
25
年
度
の
展
覧
会

お
知
ら
せ

◆�

博
物
館
で
は
、
主
要
な
作
品
を
イ
ヤ
ホ
ン
式
ガ
イ
ド
機
で
解
説
す
る
音
声

ガ
イ
ド
を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
（
一
般
二
○
○
円
、
高
校
生
以
下
一
○
○

円
）。
常
設
展
に
つ
い
て
は
、
上
級
コ
ー
ス
・
英
語
版
も
あ
り
ま
す
。

◆�

博
物
館
で
は
、学
校
行
事
で
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、職
場
体
験
や
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
教
員
研
修
な
ど
、学
校
と
連
携
し
た
教
育
・
普
及
活

動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
詳
し
く
は
当
館
学
芸
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

U
RL  http://w

w
w
.hakubutu.w

akayam
a-c.ed.jp

和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館（
博
物
館
と
な
り
）の
展
覧
会

日
本
の
絵
画
の
50
年�

４
月
20
日
〜
６
月
16
日

な
つ
や
す
み
の
美
術
館
３
「
美
術
の
時
間
」�
７
月
６
日
〜
８
月
25
日

生
誕
１
２
０
年
記
念　

石
垣
栄
太
郎�
９
月
３
日
〜
10
月
20
日

物モ

ノ質
と
美
術�

12
月
21
日
〜
２
月
11
日

版
画
に
つ
い
て
考
え
る�

２
月
18
日
〜
３
月
30
日

※
こ
の
ほ
か
、
特
別
事
業
や
通
年
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

博
物
館
の
利
用
案
内

入
　
　
館
　
　
料

　
　

　
　

以
後
30
分
ご
と

１
時
間
ま
で

１
０
０
円

２
０
０
円

来
館
者

１
０
０
円

３
０
０
円

来
館
者
以
外

至なんば
南海本線

●和歌山市役所

和歌山県立近代美術館

和歌山城和歌山県庁
●

至大阪

国道24号

至和歌山港

県
庁
前

至
新
宮

至
新
宮

J
R

き
の
く
に
線

至阪和道
和歌山I.C.

至王寺

JR
和歌山線

至天王寺
至奈良

J
R

阪
和
線

わかやま電鉄
貴志川線

けやき大通り

和歌山県立博物館N

和歌
山市

和
歌
山

国
道
42
号

国道26号

三年坂通り

和歌山県立博物館友の会
——— 平成25年度会員募集 ———
友の会では、バスツアー、書籍の割引販売など
の事業を行っています。
入会のお申し込み・お問い合わせは
友の会事務局  （TEL.073−436−8670）まで。

交　通

JR和歌山駅または南海和歌山市駅から
「県庁前」（バス停）下車、徒歩2分

※�高校生以下、65歳以上、障害者、県内に在学中の外国人留学生
は無料です。
※�団体申込みは、和歌山県電子申請システム�
�（http://www.pref.wakayama.lg.jp/sinsei/notice.html）�
からでも申し込みできます。必要事項を記入のうえ、お申し込み下さい。
※企画展示室の展示替え期間中は常設展示のみとなります。

〈桑山玉洲のアトリエ〉� 〈常設展示も行っています〉
一　般 大学生

個      人 500円 300円

団      体 400円 250円

〈黄河と泰山〉
〈紀伊国桛田荘と文覚井〉�

一　般 大学生
個      人 800円 500円

団      体 650円 400円

〈常設展・企画展〉�
一　般 大学生

個      人 280円 170円

団      体 220円 140円

和
歌
山
県
立
博
物
館　

博
物
館
だ
よ
り　

第
18
号

編　

集　

和
歌
山
県
立
博
物
館

　

〒
6
4
0
―
8
1
3
7　

和
歌
山
市
吹
上
一
丁
目
4
番
14
号

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
0
7
3
）
4
3
6
―
8
6
7
0

   http://w
w
w
.hakubutu.w

akayam
a-c.ed.jp

　

�

平
成
25
年
（
２
０
１
３
）
３
月
発
行　

三
万
年
に
わ
た
る
、
き
の
く
に
（
和
歌
山
県
）
の
歴
史
を
、
人
々
の
生
活
と
文
化
を
主
軸
と
し
て
、
わ
か
や
す
く

展
示
し
ま
す
。
特
別
展
「
黄
河
と
泰
山
」「
紀
伊
国
桛
田
荘
と
文
覚
井
」
の
開
催
期
間
中
は
、
常
設
展
の
一
部
ま
た

は
全
部
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

近
年
、
和
歌
山
県
内
で
は
文
化
財
の
盗
難
事
件
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
人
為
的
に
破
損
を
受
け
た
り
、

災
害
に
遭
っ
て
失
わ
れ
た
文
化
財
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
身
近
に
残
る
文
化
財
を
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
い
く
た

め
に
、私
た
ち
が
今
な
に
を
す
べ
き
か
、展
示
を
通
じ
て
お
伝
え
し
ま
す
。

桑く
わ

山や
ま

玉ぎ
ょ
く

洲し
ゅ
う（

一
七
四
六
〜
九
九
）
は
、
和
歌
浦
出
身
で
、
江
戸
時
代
の
紀
州
を
代
表
す
る
文
人
画
家
で
す
。
こ

の
特
別
展
で
は
、
玉
洲
の
作
品
と
と
も
に
、
玉
洲
が
収
集
し
た
書
画
や
、
玉
洲
が
使
用
し
た
画
材
道
具
・
印
章
な
ど

近
年
発
見
さ
れ
た
資
料
を
展
示
し
、玉
洲
の
ア
ト
リ
エ
や
、絵
画
制
作
の
過
程
を
紹
介
し
ま
す
。

和
歌
山
に
は
、
歴
史
の
あ
る
建
築
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
企
画
展
で
は
、
棟
札
な
ど
の
建
築
部
材
、
本

宮
大
工
や
根
来
大
工
に
関
わ
る
資
料
、
建
築
風
景
を
描
い
た
絵
巻
物
な
ど
の
資
料
を
も
と
に
、
平
安
時
代
以
降
の
和

歌
山
で
寺
院
・
神
社
の
建
築
に
た
ず
さ
わ
っ
た
大
工
の
姿
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

文
化
財
と
は
、
人
々
が
今
日
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
き
た
の
か
を
伝
え
て
く

れ
る
、
大
切
な
証
し
と
な
る
も
の
で
す
。
和
歌
山
県
の
豊
か
な
歴
史
を
知
り
、
文
化
財
の
魅
力
に
親
し
み
な
が
ら
、

そ
れ
ら
を
残
し
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

和
歌
山
県
と
友
好
関
係
を
結
ん
で
い
る
中
国
・
山
東
省
に
は
、
黄
河
が
流
れ
、
泰
山
が
そ
び
え
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
育
ま
れ
た
中
国
文
明
の
貴
重
な
文
物
を
、
山
東
省
の
歴
史
と
関
係
づ
け
て
紹
介
し
ま
す
。
県
立
博
物
館
で

山
東
省
の
文
物
を
展
示
す
る
の
は
、一
五
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

中
世
の
村
落
景
観
を
描
い
た
絵
図
で
有
名
な
紀
伊
国
桛か

せ
だ
の
し
ょ
う

田
荘
（
和
歌
山
県
か
つ
ら
ぎ
町
笠か

せ

田だ

地
区
周
辺
）
を
取

り
あ
げ
、
基
幹
水
路
で
あ
る
文
覚
井
や
小
田
井
と
の
関
わ
り
に
視
点
を
置
き
な
が
ら
、
笠
田
地
域
や
周
辺
に
残
さ
れ

た
貴
重
な
文
化
財
を
紹
介
し
、そ
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

「
そ
の
面
を
売
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。
私
は
今
夜
、
短
か
っ
た
青
春
を
捨
て
ゝ
私
の
故
郷
へ
帰
る
の
で
す
。」（
乾

武
俊
詩
集
『
面
』
よ
り
）。
詩
人
で
あ
り
、民
間
仮
面
に
注
目
す
る
民
俗
文
化
研
究
者
で
あ
る
、和
歌
山
市
出
身
の
乾

武
俊
氏
が
収
集
し
た
資
料
か
ら
、仮
面
の
多
様
な
造
形
と
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

県
立
博
物
館
は
、
和
歌
山
県
ゆ
か
り
の
文
化
財
に
つ
い
て
、
収
集
・
保
管
・
研
究
・
展
示
・
教
育
普
及
と
い
う
仕

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
企
画
展
で
は
、
こ
の
五
年
間
に
県
立
博
物
館
が
購
入
や
寄
贈
に
よ
っ
て
収
集
し
た
資
料

を
、県
民
の
み
な
さ
ま
に
初
め
て
公
開
し
ま
す
。

日
本
の
文
化
財
に
は
、難
し
い「
こ
と
ば
」や「
な
ま
え
」が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
企
画
展
で
は
、そ
う
し
た「
こ

と
ば
」
の
ル
ー
ル
や
使
い
方
を
紹
介
し
、
実
際
の
展
示
し
て
い
る
文
化
財
を
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と

で
、和
歌
山
の
文
化
財
を
、も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
。




